
　地球には、水資源・鉱物資源・森林資源・水産資源

などの天然資源と、太陽光や地球内部の地熱など地

球の外部から吸収したり地球自身が有するエネル

ギー資源があります。私たちの生活は、この地球の資

源を基盤として成り立っていると言えます。

　今日、私たちが日々営む活動の過程で、多くの資源

を使うことにより「地球温暖化」や「資源の枯渇」など

が問題となっています。

　このことが私たち自身の生活のみならず、私たちの

生活を支える自然環境、ひいては将来の子どもたちに

も影響を及ぼすことを忘れてはなりません。

　資源循環が促進され、環境負荷ができる限り低減

された持続可能な社会の構築に向けてライフスタイル

を変えていくことが求められています。

　また、そのような社会を実現させるための具体的な

取り組みのひとつが「３Ｒ（スリーアール）」という言葉

で示されています。ここでは「３Ｒ」について詳しく説

明をしていきます。

　「３Ｒ」の3つの環境配慮行動の意味をしっかりと

理解し、実践することが今後益々重要になっていま

す。また、それぞれの段階を見直すためには、行政・

事業者・市民のパートナーシップによる取り組みがな

ければ実現することはできません。

　日本では、行政・事業者・市民のパートナーシップに

よる「３Ｒ」の推進によって「循環型社会（*1）」を実現

することを謳った、循環型社会形成推進基本法が

2000 年に制定されました。この法律では、「循環型社

会（*1）」の実現には、行政・事業者・市民が主体的に

行動し、3 者が連携してそれぞれの責務を果たすこと

が重要であると記されています。

●リサイクルされていない社会では、大量の天然資源

が消費されています。

●大量廃棄が天然資源の枯渇の懸念、温室効果ガス

の排出による地球温暖化問題など、さまざまな環

境問題を引き起こしています。

●このような社会を改めるため、循環型社形成推進基

本法が制定され、｢循環型社会｣の実現が求められて

います。

●リサイクルとは、資源として再資源化することです。

●再資源化とは、一度使用したものを素材毎に分別

し、再び新しいものに再生することを意味します。

●事業者は、リサイクル適性を配慮した商品を設計する

とともに「再生紙」のような再資源化商品の開発を積極

的に行い、また、自社で生産・販売した商品がリサイク

ルされる段階で、リサイクルに積極的に協力します。

●消費者は、不要となったものを各地域の分別ルールに従っ

て分別排出するとともに、再資源化商品を購入します。

●その結果、天然資源の節約やごみの減量につなが

り、ごみの最終処分場の延命につながります。

●リユースとは、一度使ったものを繰り返し使うことを

意味します。

●事業者は長くくり返し使える製品設計に心掛け、ま

たくり返し使用できる容器で商品を流通させます。

●消費者は、長く繰り返し使えるものを積極的に選ぶ

ことや、不要になったものを地域で譲り合います。

●その結果、天然資源の節約やごみの減量につながります。

●リデュースとは、製品の製造段階での資源やエネル

ギーの使用や廃棄物および消費段階での廃棄物とな

るものの発生を抑制することです。

●事業者は、製品を製造･販売する段階で使用する天

然資源や投入エネルギーを最小限に抑えます。また、

長く使える製品設計（長寿命設計）に心掛けます。

●消費者は、余分なものやすぐにごみになってしまう

ようなもの、過剰包装と思われるものは買わないよう

に気をつけたり、長期間使えるものを選び、長期間使

うことを心がけます。

●その結果、左図のすべての段階で、資源やエネル

ギー量が抑えられ、｢循環型社会｣に大きく近づきます。

　私たちが「循環型社会」を実現していくためには、

リデュース・リユース・リサイクルが正しく理解され、

しっかりと実践されなければいけません。

　「循環型社会」を実現するには、使い捨て商品の消費を

抑え、ものを大切にできるだけ長く使う（あるいはくり返

し使う）ことが大切であり、どうしても使えなくなった状

態のものを分別し再資源化をすることが求められます。

３Ｒで循環型社会を実現

持続可能な社会のために３Ｒを

1. 3R（スリーアール）ってなんだろう？
場合においてはこれについて適正に循環的な利用が行われる

ことが促進され、及び循環的な利用が行われない循環資源に

ついては適正な処分が確保され、もって天然資源の消費を抑

制し、環境への負荷ができる限り低減される社会」と定義さ

れています。

（*1）循環型社会形成推進基本法において、「製品等が廃棄物

等となることが抑制され、並びに製品等が循環資源となった

■ リサイクルされていない社会

■ リサイクルをした場合のものの流れイメージ

◎ 矢印の太さはものの量をイメージしています。

◎ 矢印の太さはものの量をイメージしています。

■ リユースをした場合のものの流れイメージ
◎ 矢印の太さはものの量をイメージしています。

■ リデュースをした場合のものの流れイメージ
◎ 矢印の太さはものの量をイメージしています。
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